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セミナーは全てWEBサイトからお申し込みが出来ます。

来場登録書

セミナーの申し込み方法
オフィシャルWEBサイトにアクセスしてください。
www.cphijapan.com

お申込みいただいたセミナーは「来場者Myページ」でご確認
できます。

ご希望のセミナーにチェックをして送信してください。
聴講券が「来場者Myページ」からダウンロードできます。
当日は聴講券をプリントアウトしてセミナー会場まで
お越しください。
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出展社と会期中のアポイントが
オファー出来ます。

来場事前登録はこちらから

申込んだセミナーが確認できます。

バイオファーマセミナー展示会場内 セミナールームF　
定員：100名

東5ホール2F 会議室A・B　
定員：36名

展示会場内 セミナールームC
定員：60名海外グループプレゼンテーション

ファーマテックジャパンコンファレンス 展示会場内 セミナールームH　
定員：100名

展示会場内 セミナールームE　
定員：100名

会場：展示会場内 TLOオープンステージ　
定員：60名

CPhI Japan 2014　　ICSE Japan 2014
P-MEC Japan 2014　BioPh Japan 2014
Pharmatec Japan 2014

複数の方がお申し込みされる場合には、本申込書をコピーしてご利用ください。

1日通し券各：13,000円（税込）受講料無料 事前登録制ご聴講のお申込はオフィシャルWEBサイト
www.cphijapan.com からお申込ください。

インド製薬市場セミナー展示会場内 セミナールームF　
定員：100名

無料 事前登録制ご聴講のお申込はオフィシャルWEBサイト
www.cphijapan.com からお申込ください。

プロセス化学セミナー 展示会場内 セミナールームE　
定員：100名

無料 事前登録制ご聴講のお申込はオフィシャルWEBサイト
www.cphijapan.com からお申込ください。

JAIMAセミナー 展示会場内 セミナールームE　
定員：100名

無料 事前登録制ご聴講のお申込はオフィシャルWEBサイト
www.cphijapan.com からお申込ください。

DDS 新技術&新素材セミナー
無料 事前登録制ご聴講のお申込はオフィシャルWEBサイト

www.cphijapan.com からお申込ください。

実践研修講座
無料 事前登録制ご聴講のお申込はオフィシャルWEBサイト

www.cphijapan.com からお申込ください。

TLO/大学知的財産本部技術移転セミナー

無料 事前登録制ご聴講のお申込はオフィシャルWEBサイト
www.cphijapan.com からお申込ください。

有料 事前登録制ご聴講のお申込はオフィシャルWEBサイト 
www.cphijapan.com からお申込ください。 無料 事前登録不要 当日、直接会場へ

お越しください。

分析・バイオ・
品質管理コンファレンス 東4ホール コンファレンス会場G　

定員：150名無料 事前登録制ご聴講のお申込はオフィシャルWEBサイト
www.cphijapan.com からお申込ください。

4
月
9
日 

水

TLO-3
13:00▶13:30

フッ素化フタロシアニン色素の設計と合成、
およびその可能性について

名古屋工業大学　教授　柴田 哲男 氏

TLO-4
13:45▶14:15

キラルハロゲン化合物の不斉合成とその利用
豊橋技術科学大学　准教授 　柴富 一孝 氏

TLO-5
14:30▶15:00

有機ケイ素化合物合成に有効な新固体触媒の開発
香川大学　医学部医用化学 教授　和田 健司 氏

4
月
10
日 

木

TLO-8
10:30▶11:00

【1】ハロモナス菌による3-ヒドロキシ酪酸の
　  生産技術開発
（独）産業技術総合研究所　 健康工学研究部門 主任研究員　河田 悦和 氏

【2】バイオサーファクタントの量産と機能開拓
（独） 産業技術総合研究所　環境化学技術研究部門 主任研究員　福岡 徳馬 氏

TLO-9
11:15▶11:45

【3】有機ナノチューブ：薬剤放出を制御できる
　  ナノカプセル
（独）産業技術総合研究所　ナノシステム研究部門 研究グループ長　増田 光俊 氏

【4】人工生物発光酵素の創製と発光標識としての応用
（独） 産業技術総合研究所　環境管理技術研究部門 主任研究員　金 誠培 氏

TLO-10
13:00▶13:30

発明を育てる 
－新規スピロオキシインドール化合物の可能性－

沖縄科学技術大学院大学　技術移転セクション

TLO-11
13:45▶14:15

高効率アミド合成：ボロン酸とDMAPOの
協奏触媒による脱水縮合反応

名古屋大学　工学研究科 教授　石原 一彰氏

TLO-12
14:30▶15:00

量産型フローリアクターを用いる光酸素酸化反応
の検討

岐阜薬科大学　教授　伊藤 彰近 氏

TLO-13
15:15▶15:45

【1】新規ホウ素中性子捕捉療法用薬剤を目指した
　  炭化ホウ素球状粒子
（独） 産業技術総合研究所　ナノシステム研究部門 主任研究員　石川 善恵 氏

【2】表面化学修飾技術による機能性材料の開発
　  －表面濡れ性制御および生体医療材料への展開－
（独） 産業技術総合研究所　先進製造プロセス研究部門 主任研究員　中村 挙子 氏

4
月
11
日 

金

TLO-17
13:00▶13:30 特定官能基を標的とした接触還元法の開発岐阜薬科大学　教授　佐治木 弘尚 氏

TLO-18
13:45▶14:15

発明を育てる 
－新規スピロオキシインドール化合物の可能性－

沖縄科学技術大学院大学　技術移転セクション

TLO-19
14:30▶15:00 新規モノマーによるRNA液相合成法

高知大学　教育研究部 総合科学系複合領域科学部門 特任講師　片岡 正典 氏

4
月
11
日 

金

E-12
10:30▶11:10

分離カラムから質量分析まで、
バイオ医薬品のための特性解析技術

サーモフィッシャーサイエンティフィック株式会社
  クロマトグラフィー&MS事業部マーケティング部

　スペシャリスト　高原 健太郎 氏

E-13
11:30▶12:10

pH測定の最前線
～KCIの漏れないpHセンサと固体表面が測れるpHセンサ～

株式会社堀場製作所  産業活性化推進室 科学担当部長　野村 聡 氏

E-14
13：00▶13：40

よくわかる粒度分布、比表面積の測定
株式会社島津製作所　分析計測事業部 

グローバルアプリケーション開発センター　鷲尾 一裕 氏

E-15
14：20▶15：00

医薬品製造における不純物を多角的に解析する
アジレント・テクノロジー株式会社　製薬ビジネス・ディベロップメント

　郡 明雄 氏

E-16
15：30▶16：10

NMRによる定量分析技術の日本薬局方試薬への
応用

株式会社JEOL RESONANCE　ソリューションマーケティング部
　末松 孝子 氏

4
月
10
日 

木

E-4
10:30▶11:15

スケールアップ事例に学ぶ医薬品開発における
プロセス化学の役割

中外製薬株式会社　製薬研究部 部長　加藤 昌宏 氏

E-5
11:30▶12:15

医薬品向け合成オリゴヌクレオチドの分析
株式会社ジーンデザイン　研究開発部 部長　南海 浩一 氏

E-7
14：15▶15：00

新規「コク味」ペプチドの開発
味の素株式会社　イノベーション研究所 フロンティア研究所

　先端融合研究グループ 　田原 優樹 氏

E-8
15：30▶16：15

受託企業が、委託側プロセス化学者にお願いしたいこと
アンリ・コンサルティング　代表 　森川 安理 氏

4
月
9
日 
水

E-1
11：00▶11：30

薬剤充填ビジネスと
プラスチック製Ready-to-Fillビジネスの紹介

テルモ株式会社　ホスピタルカンパニーD&Dグループ
　バイスプレジデント　大島 英彦 氏

E-2
13:00▶14:00

革新的ドラッグデリバリーテクノロジー
ウエスト・ファーマスーティカル・サービス　製薬デリバリーシステム部

 事業開発部長　グレン・ズィマーマン 氏

E-3
14:15▶14:45

プレフィルドシリンジ製剤に応用した針刺し損
傷防止システム – 安全な注射処置への取り組み
日本ベクトン・ディッキンソン株式会社　ファーマシューティカルシステム事業部

　ストラテジックマーケティングマネージャー　村本 孝一 氏

b）関心のある製品・サービスは何ですか?（該当するもの全てにチェックしてください。）

a）主たる目的とされている展示会はどれですか？
主たる来場目的となる関心展示会をお選びください。
※必ず選択してください。当登録で全ての展示会にご入場いただけます。
□ CPhI Japan 2014 （国際医薬品原料・中間体展）
□ ICSE Japan 2014 （製薬業界受託サービスエキスポ）
□ P-MEC Japan 2014 （原薬・中間体 機器/装置展）
□ BioPh Japan 2014 （バイオファーマジャパン）
□ Pharmatec Japan 2014 （ファーマテックジャパン）

オフィシャルホテルリスト
CPhI Japan 2014開催に際しまして、特別割引料金でご宿泊いただける
ホテルをご用意いたしました。

e）業種（該当するもの1つにチェックしてください。）
□  1．医薬品メーカー □  2．医薬品受託製造
□  3．商社・代理店・輸出入業 □  4．化学品メーカー
□  5．中間体メーカー □  6．コンサルティング
□  7．食品メーカー □  8．原薬メーカー
□  9．研究/開発用機器・装置メーカー □ 10．製造用機械、プラントメーカー
□ 11．医薬品開発支援（機器、受託サービスなど） □ 12．化粧品メーカー
□ 13．医薬部外品メーカー、受託製造 □ 14．バイオテクノロジー関連
□ 15．創薬支援（機器、受託サービスなど） □ 16．大学・大学院
□ 17．コンピューターサービス □ 18．運搬・配送
□ 19．プレス □ 20．公的研究機関
□ 21．官公庁・団体・協会
□ 22．その他（ご記入ください） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

f）職種（該当するもの1つにチェックしてください。）
□  1．経営 □  2．研究
□  3．開発 □  4．エンジニア
□  5．品質保証 □  6．購買・調達
□  7．生産 □  8．製品企画
□  9．事業企画・経営企画 □ 10．知的財産・ライセンス
□ 11．営業・マーケティング □ 12．編集・ジャーナリスト
□ 13．その他（ご記入ください） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

g）役職（該当するもの1つにチェックしてください。）
□  1．経営者・役員 □  2．部長・次長
□  3．課長・係長・主任 □  4．一般職
□  5．その他（ご記入ください） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

d）これまでに本展への来場が製品・サービスの購入（導入）に役立ったことはありますか?
□はい □いいえ □過去に来場したことがない

h）CPhI/ICSE/P-MEC/BioPh/Pharmatec Japanの出展について
□出展に興味があるので詳しい資料を送ってほしい □出展には興味がない

c）ご来場の目的は何ですか?（該当するもの全てにチェックしてください。）
□  1．新規取引先、製品、技術の発掘 □  2．既存取引企業との商談
□  3．出展社プレゼンテーションへの参加 □  4．基調講演、コンファレンス、セミナーの受講
□  5．次回の出展のための事前調査 □  6．業界動向に関する情報収集
□  7．その他（ご記入ください） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□  1．原薬 □  2．中間体 □  3．添加剤 
□  4．ファイン・ケミカルズ □  5．バイオテクノロジー □  6．天然抽出物
□  7．その他（ ）

C
P

hI

□  1．創薬支援 □  2．受託試験・分析 □  3．受託合成 
□  4．受託製造（原薬・中間体） □  5．受託製造（製剤） □  6．IT/データサービス
□  7．人材・翻訳支援 □  8．その他（ ）

IC
S

E

□  1．分析機器 □  2．合成機器 □  3．分取・精製機器 □  4．濃縮機器
□  5．遠心分離機 □  6．反応釜 □  7．濾過器 □  8．粉砕機
□  9．攪拌機 □ 10．乾燥機 □ 11．その他（ ）

P
-M

EC

□  1．創薬 □  2．研究・開発 □  3．生産（設備、装置）
□  4．アウトソーシング（分析、生産など） □  5．装置・機器
□  6．その他 （ ）

B
ioP

h

□  1．包装技術（一般） □  2．ドラッグデリバリーデバイス 
□  3．原材料 □  4．注射用システム・コンポーネント　　
□  5．印刷 /ラベル技術　 □  6．パッケージデザイン
□  7．滅菌技術 □  8．包装委託サービス
□  9．その他 （ ）

P
harm

atec

① 展示会来場登録 
a）～h）全てのアンケート項目にお答えください。

※本イベントは、業界関係者のためのB to Bのトレードショーです。18歳未満の方のご来場はできません。
※本招待券の転売は禁止いたします。
■セミナープログラムを含む本イベントの内容は予告なしに変更となる場合があります。最新の詳細情報は、ホーム
ページ www.cphijapan.com にてご確認ください。

■この度ご登録いただいた来場者の個人データは、主催者（UBMジャパン（株）、（株）化学工業日報社、UBM Live、
UBM Canon）により展示会及び関連事業のプロモーションを目的とし利用される場合があります。予めご了承く
ださい。

■ご来場者による下記の行為は固く禁じさせていただきます。ご承諾の上、来場申し込みを行ってください。万が一この
規約に反した来場者につきましては、主催者の権限により即刻会場より退場していただきますのでご了承ください。

　1）ビラ・チラシ等の配付　2）会場内の撮影行為　3）すべてのデモ行為及び中傷行為

「CPhI Japan運営事務局」 UBMジャパン（株）内
〒101-0044 東京都千代田区鍛冶町1-8-3 神田91ビル　
TEL: 03-5296-1020　FAX: 03-5296-1018　E-mail: visitor@cphijapan.com

展示会に関するお問合せ先

4月9日 水  

我が国の次世代バイオ医薬品製造の発展に向けて
　　　協力：次世代バイオ医薬品製造技術研究組合

G-1 次世代バイオ医薬品生産は如何にある
べきか ～宿主細胞開発からプラット
フォーム化まで

徳島大学大学院　ソシオテクノサイエンス研究部 教授
　大政 健史 氏

10:45▶11:30

バイオ医薬品生産プロセスはまさに生体そのものである生物（細胞）
を利用する手段であり、人工的に化学合成はできない複雑なバイオ
医薬品を単純な原材料からなる培地より合成するプロセスである。
本講演では、次世代バイオ医薬品生産、特に動物細胞を用いた物質生
産について、最新の動向や今後の方向性、我が国での先進的な取り組
みについて紹介し、次世代バイオ医薬品生産に議論したい。

G-2 高性能培養技術の開発の現状と今後の
課題

株式会社日立製作所　インフラシステム社
 社会産業プラント事業統括本部 統括本部長　村上 聖 氏

11:45▶12:30

バイオ医薬生産用大容量細胞培養技術は、細胞自体の生産性向上
もあり、10g/Lを超える生産性のものまで報告されている。細胞
培養においては細胞へのダメージを防止しながら物質移動を最適
化することが最大の課題である。それら培養条件はデザインスペー
ス（品質を確保することが立証されている入力変数と工程パラメー
タの多元的な組み合わせと相互作用）内に納めなければならない。
これら培養技術の進展と動向について述べる。

G-3 次世代・高度ダウンストリームプロセス
̶プロセス設計の加速̶

山口大学 大学院 医学系研究科
応用分子生命科学／工学部応用化学 教授　山本 修一 氏

13:30▶14:15

抗体医薬製造において、精製プロセスの効率化は重要である。クロ
マトグラフィーを中心とした精製プロセスを構築するためには、膨
大な操作条件・カラム条件を迅速に決定する必要がある。本講演で
は、プロセスを迅速に設計するための、ハイスループットスケール
ダウン実験手法とモデルによる解析手法を解説する。

G-4 バイオ医薬品の品質評価技術の現状と
今後の開発展望
独立行政法人産業技術総合研究所　バイオメディカル研究部門

 副研究部門長 　本田 真也 氏

14:45▶15:30

医薬品の品質を管理するための手法は、その安全性と有効性の最大
限の保証にむけて、常に進歩していかねばならない。特に、あたらし
いコンセプトであるバイオ医薬品に関しては、分析技術の改良の余
地が大きい。分析技術の発展は、製造工程、資材、原料等の変更の潜在
的影響を知るためのより迅速でより信頼性の高い試験を可能にする
だろう。またそれは、バイオ医薬品の研究開発分野にあらたな科学的
実用的知見を提供するだろう。さらにそれは、製造工程全般にわたる
品質の評価を可能にし、品質保証のためのより高度なシステムの構
築を導くだろう。本講演では、バイオ医薬品の品質分析法に関して概
説するとともに、今後の課題と近年の開発状況に関して紹介する。

4月9日 水    H-1
Session 1 医薬品包装技術

10：30▶10:45

歓迎と開会の挨拶
日本薬剤学会　副会長

  摂南大学　薬学部薬剤学研究室　山下 伸二 氏

10：45▶11:30

医薬品包装の技術革新に期待すること
第一三共株式会社　ワクチン事業本部

 ワクチン事業部長　菊池 正彦 氏

11：35▶12：20

PTP包装の錠剤押出し性評価方法の
検討

住友ベークライト株式会社　尼崎工場
　包装技術センター担当課長　武田 昌樹 氏

13:15▶14:00

チャイルドレジスタント機能医薬品包装
東洋アルミニウム株式会社　加工品事業部 群馬加工工場

　生産技術グループ／GL　久保 博司 氏

14:05▶14:50

医療包装とプラスチック
包装科学研究所　主席研究員　葛良 忠彦 氏

14:55▶15:40

子どもの医薬品誤飲の実態と予防策
緑園こどもクリニック　院長　山中 龍宏 氏

4月10日 木    H-2
Session 2 DDS（技術/デバイス）

10：30▶11:15

サイエンスデータに基づくプラスチック製
プレフィラブル注射器と周辺技術の提案

テルモ株式会社　ホスピタルカンパニー D&Dグループ
 バイスプレジデント　玉造 滋 氏

11:20▶12:05

【マイクロニードルとパッチ製剤のメリット】
地域医療連携の現状と高齢者・介護者が安心
して暮らせる地域を目指して

スリーエムヘルスケア株式会社　ドラッグデリバリーシステム
 プロジェクト部 事業開発・キーアカウント担当　MBA 　農守 亜矢子 氏

4月10日 木    H-2
Session 2 DDS（技術/デバイス）

13:15▶14:00

キット製剤の現状と今後のトレンド
ニプロ株式会社　取締役

　医薬事業部 医薬デバイス開発部長兼管理部長　岩佐 昌暢 氏

14:05▶14:50

経皮投与製剤の歴史と今後
城西大学　副学長・薬学部教授　杉林 堅次 氏

14:55▶15:40

点鼻剤の開発：生理学から投与デバイス
まで

武蔵野大学薬学研究所　製剤学研究室 客員教授　牧野 悠治 氏

4月11日 金    H-3
Session 3 医療現場よりの提言

10：30▶11:15

小児の医薬品誤飲と包装開発のポイント
独立行政法人国立成育医療研究センター　薬剤部長　石川 洋一 氏

11:20▶12:05

手術室・集中治療室における誤薬対策の
実際と今後の展望

名古屋市立大学病院
麻酔科部長 集中治療部部長　祖父江 和哉 氏

13:15▶14:00

抗がん薬によるがんの治療を安全に行う
ために

明治薬科大学　医薬品安全管理学／教授　遠藤 一司 氏

14:05▶14:50

医療現場で使いやすい医薬品包装とは
横浜薬科大学　薬学部 薬剤学研究室 講師　村田 希実郎 氏

14:55▶15:40

病院実質運用に資する自動認識技術
京都第二赤十字病院　医療情報室長 消化器内科副部長

 第二検査部長　田中 聖人 氏

4月10日 木  

ES、iPS細胞を活用した創薬ツールの最前線
G-5 iPS細胞技術を用いた神経変性疾患の

研究
京都大学　iPS細胞研究所 臨床応用研究部門 准教授　井上 治久 氏

10:45▶11:30

神経変性疾患は、ある特定のニューロンが選択的に変性・死滅する
ことによって生じる難治性疾患である。これまで、神経変性疾患の標
的となるヒトの神経細胞を入手することは困難であったが、iPS細
胞技術を用いることにより、それが可能になった。本講演会では、私
たちが取り組んでいる、iPS細胞技術を用いた神経変性疾患の研究
について御紹介する。

G-6 iPS細胞技術の安全性評価応用に
向けた研究動向

エーザイ株式会社　バイオファーマシューティカル・
アセスメント機能ユニット 主幹研究員　宮本 憲優 氏

11:45▶12:30

前臨床安全性評価に、ヒト iPS細胞由来細胞を利用することは重
要である。安全性評価おいては、はじめに健常人由来の各種臓器
細胞における安全性予測への応用が考えられ、再現性の良い実験
系を確立し、リードした製薬企業が一般化に向けて情報発信する
ことが理想的である。iPS細胞技術の安全性評価応用に関し、将
来的展望も含め実用に向け提言するために、どのような研究が世
の中で進められているかを紹介する。

G-7 iPS細胞由来肝細胞を用いた薬剤毒性
評価技術の最前線

国立医薬品食品衛生研究所　安全性試験研究センター
 薬理部第3室長 　石田 誠一 氏

13:30▶14:15

医薬品開発の早期における的確な肝毒性予測は、開発の迅速化のみ
ならず、安全性の担保にもつながるため、様々な角度から研究され
てきた。毒性評価は、ハイコンテントアナリシスなど毒性発現の作
用機構に基づく評価が進み、インフォマティクス技術の支援も迫ら
れている。この様な中“iPS細胞由来肝細胞を如何に活用して行く
か”について、我々の行っている細胞評価研究の結果と併せ、計算毒
性学という新たな提案も含め議論を深めたい。

4月11日 金  

医薬品製造ビジネスに求められる必須事項（仮題）
G-9 世界医薬品市場における日本の役割

　逐次通訳 英 語　  日本語
アイ・エム・エス・ジャパン株式会社　クライアントリレーションズ

 ディレクター　アラン・トーマス 氏

10：45▶12：30

世界の医薬品市場は、主な地域や疾病領域が成長軌道に戻るこ
とから回復の兆しを示している。しかし、保険者による価格に対
する圧力や、ジェネリックの浸透の高まり、ブランド薬の崩壊、
真の意味での革新的新薬の減少や新薬の立ち上がりの鈍化、そ
して既存製品の数量成長の低迷などの課題に今も尚直面してい
るのが現実である。
また、新興国市場への注目が依然高い中、先進国では日本市場も
また重視されている。世界医薬品市場における日本の重要性と、
世界第2 位の市場としての可能性を認識することが、製薬会社
の戦略および業績に継続的に影響を与えていく。当日は世界お
よび日本医薬品市場のその他の課題についても紹介する。

G-10 原薬を変更する際の留意点と同等性
評価のポイント

医薬研究開発コンサルティング　代表取締役　橋本 光紀 氏

13：30▶14：15

原薬の調達はグローバル化の時代、世界を舞台に可能となった。
しかし、品質に関してはGMPの厳しい規制があるにもかかわら
ず問題となるケースがある。医薬品であるだけに品質管理は最
も厳しく管理されるべきであり、原薬変更に伴う同等性評価は
重要な意味を含んでいる。同等性が認められなければせっかく
購入したり生産したりした原薬も使用できないことになり企業
にとっては重大事である。トラブルを回避するためにも同等性
評価手順は慎重に進めなければならない。そのポイントについ
て述べる。

4月11日 金  

F-12 「受託製造」のさらなる重要性の高まり～成長し
続けるジェネリック医薬品産業を勝ち抜くために
逐次通訳 英 語　  日本語

REVA PHARMA　マネージング・ダイレクター
　Dr. ガプリート・サンドゥ

13:00▶14:20 

2016 年までに世界のジェネリック医薬品産業の規模は2210
億ドルまで安定的に成長することが見込まれている。この成長
率を維持するためには、今こそクオリティを維持しながらも、
コスト効率の良い生産機能の確保が求められている。我々は今
後も「医薬品の特許切れ対応」、「先進国から新興市場諸国への
シフト」、「高齢化の更なる進行」、「生活習慣病対策の必要性」、
「政府による医療費抑制策」など業界が直面する課題と向き合っ
ていかなければならない。この時代を勝ち抜くため大手ジェネ
リック医薬品会社はすでにそのアウトソーシング戦略を変更し
ており、本セミナーでは、「受託製造」のさらなる重要性の高まり
に焦点をあてながら、この革新的な最新戦略を紹介する。

F-13 バイオシミラーのグローバルマーケットにおける
日本、インド企業の戦略的な立ち位置と成功への挑戦

逐次通訳 英 語　  日本語

Frost & Sullivan　Senior Research Analyst
　Ms. Aiswariya Chidambaram

15:00▶16:20

バイオシミラーのマーケットは、今最も注目を浴びる分野の
ひとつ。このセミナーでは、世界、インドのバイオシミラーマー
ケットに、日本を含む、世界の企業は今後どのように挑戦して
いくべきか、また、今後の成長企業はどこなのかを、日本のバイオ
シミラーマーケットの分析と共に解説する。さらに、アメリカ、
欧州企業のインドマーケットへの経営戦略も併せて解説。

4月9日 水  

C-06/C-07  15:15▶16:30 

英国発、医薬の最先端テクノロジー

逐次通訳 英 語　  日本語

The Chemical Industries Association (CIA) /
 UKパビリオン出展企業

Micron Technologies Ltd,
Molecular Profiles Ltd, 他

4
月
9
日 

水

J-1
11:00▶13:00

LC/MSの基礎とLC/MS用オンライン&
リアルタイム脱塩前処理装置の開発

エムエス・ソリューションズ株式会社　代表取締役
横浜市立大学客員教授　工学博士　高橋 豊 氏

J-2
13:30▶15:30

卓上Ｘ線回折装置による医薬品の迅速解析
株式会社リガク　応用技術センター　大渕 敦司 氏

4
月
10
日 

木

J-3
11:00▶13:00

高分解能LC-MS/MSの基礎とバイオ医薬品
分析への応用

サーモフィッシャーサイエンティフィック株式会社
クロマトグラフィー＆MS事業部マーケティング部

シニアスペシャリスト　窪田 雅之 氏

J-4
13:30▶15:30

HPLCを中心とする
機器分析法バリデーションの基礎

スペクトル解析支援センター　センター長 薬学博士
特級検査分析士　長谷川 秀夫 氏

4
月
11
日 

金

J-5
11:00▶13:00

分析法バリデーション　関連ガイドラインの
理解とパラメータ設定のポイント

株式会社住化分析センター　医薬事業本部 ファーマ大阪事業所 
品質・物化性評価グループ サブリーダー　石川 城路 氏

J-6
13:30▶15:30

①異相系フロー合成装置KeyChem-Integral
　を用いた新規フロー合成手法の紹介

株式会社ワイエムシィ　次長　前澤 真 氏

②Multiple Preparative HPLC LC-Forte/R
　を用いたキラル精製

株式会社ワイエムシィ　シニアスペシャリスト 　池ヶ谷 智博 氏

J-7
11:00▶13:00

マルチディテクションシステムによるGPC/
BioSEC-MDSによるバイオ医薬品 バイオポリマー
の解析およびＱｂＤ対応ソフトウェアの紹介

エーエムアール株式会社　アプリケーションケミスト　髙橋 孝行 氏
アジレント・テクノロジー株式会社　製薬ビジネス・ディベロップメント　郡 明雄 氏

J-8
13:30▶15:30

①CEPiAの原薬受託製造
　　―低分子から核酸・バイオまで―

②サノフィの製造設備とプロセス開発
　高活性化合物・核酸等の実例をあげてご紹介

サノフィ株式会社　CEPIA日本ゾーン　大澤 輝 氏

4
月
9
日 

水

F-1
10:30▶11:15

特別講演  “失敗しない”バイオ医薬設備のユーザー
要求仕様書（URS）の書き方
株式会社シーエムプラス　GMP Platform事業部/事業部長　安本 篤史 氏

F-2
11:30▶12:15

再生医療研究用試薬のご紹介
～自主GMP培地、低分子化合物、幹細胞関連試薬～
和光純薬工業株式会社　試薬事業部 商品開発部 係長　竹田 康弘 氏

F-3
13:00▶13:45

トライブリット型Orbitrap質量分析計による
蛋白質性医薬品の特性解析技術

サーモフィッシャーサイエンティフィック株式会社
CMD アプリケーション部 C&MSグループ ライフサイエンスMSチーム

アプリケーションケミスト　武川 泰啓 氏

F-4
14:15▶15:00

バイオ医薬品精製プラットフォームにおける Mixed 
Mode 担体の有用性とDOEのアプローチ
～最近のHCP等の品質に関する
　　　　話題（FDAからの推奨事項）を含めて～

バイオ・ラッド ラボラトリーズ 株式会社　ライフサイエンス事業部
 プロセスクロマトグラフィーユニット　濱名 宏章 氏 / 中村 幸二 氏

F-5
15:30▶16:15

バイオ医薬品製造工程へのシングルユーステクノ
ロジーの導入と利用
 ～実施例を踏まえて～

JCRファーマ株式会社　研究本部 研究所 バイオプロセスグループ
　研究員　福井 剛 氏

4
月
10
日 

木

F-6
10:30▶11:15

特別講演  抗体医薬品の開発と製造技術
GEヘルスケア・ジャパン株式会社　ライフサイエンス統括本部

サイエンティフィックサポート営業部 バイオプロセス
テクニカルエキスパート　福澤 時秀 氏

F-7
11:30▶12:30

精製ステップのコストダウンに寄与するマルチ
アングルソリューション、連続クロマトグラ
フィーについて　逐次通訳 英 語　  日本語

Novasep Asia,  Chromatography Technology,
Director　イバン・ルラン PhD.

F-8
13:00▶13:45

ICH Q3D及び医薬品中の金属不純物分析方法の
最新情報のご紹介

アジレント・テクノロジー株式会社　ライフサイエンス・化学分析本部
 ICP-MS営業部 部長　行成 雅一 氏

F-9
14:15▶15:00

ワクチン・抗体医薬製造プロセスに使用される
シングルユース・システムのご紹介
サーモフィッシャーサイエンティフィック株式会社　ラボプロダクツ事業本部
マーケティング部 バイオプロダクション スペシャリスト　石渡 孝至 氏

F-10
15:30▶16:30

抗体薬物複合体（ADC） ̶　
抗体製造から製剤化まで　
ワンストップ・ショップ・ソリューション　
逐次通訳 英 語　  日本語

ロンザ　受託製造事業部 低分子受託製造担当
ビジネスディベロップメント部門長　サイード・フセイン 氏

宿泊施設名（会場までの所要時間） 部屋タイプ 4/7（月） 4/8（火） 4/9（水）・10（木）4/11（金）
東京ベイ有明ワシントンホテル
徒歩約5分

セミダブルベッド
ルーム(15㎡) ¥11,600 ¥13,600 ¥16,400 ¥13,600

ホテルサンルート有明
徒歩約8分

スタンダード
シングル(17.3㎡) ¥8,640 ¥8,640 ¥8,640 ¥8,640

ホテルトラスティ東京ベイサイド
徒歩約10分

スタンダード
シングル(14㎡) ¥9,770 ¥9,770 ¥9,770 ¥9,770

ホテルグランパシフィック　
LE DAIBA
「ゆりかもめ」で約15分

スーペリアルーム
(33㎡)

シングル利用
¥21,800 ¥21,800 ¥21,800 ¥21,800

スーペリアルーム
(33㎡)

ツイン利用
¥11,980 ¥11,980 ¥11,980 ¥11,980

ハートンホテル東品川
「りんかい線」で約10分

シングルルーム
(16㎡) ¥8,800 ¥8,800 ¥8,800 ¥8,800

Webサイトからお申込みください。 www.cphijapan.com
客室は1名様利用の料金です。1泊食事なし（税・サ込）｡

上記料金は2014年3月14日（金）までにお申し込みいただいた場合の料金です。3月15日（土）以降の
料金につきましては別途お問い合わせください。
2014年3月21日（金） 17:00までの予約の変更及びキャンセルには、変更手数料・キャンセル料は
発生しません。
上記以外にも都内のホテルを特別料金にてご用意しています。お気軽にお問い合わせください。

 宿泊に関するお問い合わせ先  （株）日本旅行　東京法人・コンベンション営業部
TEL： 03-5369-4531　FAX： 03-3225-1008　E-mail： shinichi_teramae@nta.co.jp
営業時間： 平日 09:30 ～17:30（ 土日祝日休み）


